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主体的学修基盤  

発表の概要 

本学では 2024年度新カリキュラムより、大学における主体的学修を早期に定着さ

せることを目的として、1年次春学期に「アカデミックスキル演習」を導入した。薬学は

基礎系から医療系に及ぶ広範な学修が求められる学問領域であり、薬剤師として社

会に貢献するためには幅広い知識と自己調整型学修力が不可欠である。本科目で

は、与えられた課題に対して自ら主体的に行動し探究する姿勢を身につけることを重

視し、その基盤形成を支援することを狙いとしている。授業は、研究倫理を含む学修

導入、情報リテラシー、ストレスマネージメント、ヘルスリテラシー、アサーティブコミュニ

ケーションなどの横断的スキルに加え、物理・化学・生物の基礎系科目の効果的な

学び方、レポート作成などのライティング技法、メタ認知力の育成で構成される。本発

表では、授業設計の意図、実践内容、学生の反応に加え、今後の展望について報告

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




